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６月号

副校長　ナビーン神父平和に生きる

　
　

６
月
の
生
活
目
標
は
「
校
舎
内
は
静
か
に
歩
こ

う
」
で
す
。

　

沖
縄
は
梅
雨
入
り
し
、
外
遊
び
が
で
き
な
い
日
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
児
童
た
ち
は
外
で

思
い
き
り
使
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
い
つ
い
校

舎
内
で
も
同
じ
よ
う
に
使
お
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
み
ら
れ
る
の
が
、
廊
下
で
走
り
回
り
、
遊
ん

で
い
る
姿
で
す
。
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
、

周
囲
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
物
や
人
と
ぶ

つ
か
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
、
け

が
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
廊
下
や
階
段
を
走
る
こ
と

で
自
分
が
大
け
が
を
し
た
り
、
相
手
に
け
が
を
さ
せ

た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
廊
下
を
走
っ
て
し

ま
う
の
は
、
遊
ん
で
い
る
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
時
間
に
追
わ
れ
た
り
、
急
い
だ
り
し
て
い
る

場
合
も
注
意
が
必
要
で
す
。
授
業
の
チ
ャ
イ
ム
に
間

に
合
わ
せ
よ
う
と
、
校
舎
内
を
走
る
姿
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
雨
の
時
期
は
廊
下
も
滑
り
や
す
く
な
る
の

で
更
に
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で6

月
は
、
ど

ん
な
と
き
も
安
全
の
こ
と
を
考
え
、
時
間
に
ゆ
と
り

を
持
ち
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
生
活
部

　　沖縄戦から７９年、二度と戦争はあってはならないと、平和を願う６月を迎えました。学校でも、平和の思いを新
たにする月として、位置付けています。
　「平和」は、皆さんにとってどのようなイメージの言葉でしょうか。一般には戦争や紛争がなく、世の中が穏やかな
状態にあることとか、心配やもめごとがなく、平穏な生活が営まれ、豊かで楽しい日々を思い描くことでしょう。キ
リスト教の基盤である聖書でも、平和は単に戦争がない状態だけでなく、より積極的に他者との間で、お互いを尊重
し、いたわって、より良く生きることを教えています。
　聖書が勧める平和、私たちがイメージする平和は、大切な子どもたちの将来に実現されると約束できるでしょうか。
今の時代を担っている私たちは、何を成すべきでしょうか。
　誰しも願うのは、愛する子どもたちの笑顔と幸せです。そのためには、平和な沖縄、平和な日本、平和な世界であっ
てほしいものです。人が互いに尊重し合うことから、また、命を大切にすることから平和は築かれます。聖書では、「平
和を作り出す人々、平和のために働く人々、平和を実現する人々は幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる」と、
うたわれています。実際に自分たちの生活の中に平和を作り出し、実現しなければならないのです。日々のささやかな
歩み、その中での一つひとつを通して実現する、そんな平和をイエス様は示されています。
　聖書の創世記１章２８節を見ると、「神は人間を神のかたちに創造され、この世界を治める責任を与えられた」と書
かれています。つまり、私たち人間は、神の創造なさったこの世界の中で、かけがえのない命を守り、平和を実現して
いく責任と使命が与えられているということです。
「シャローム」の言葉に示される『平和・平安』も平和人が生きていく本質的な要素として大切に示されています。「こ
んにちは」、「ご機嫌いかが」、「ありがとう」、「お元気で」という日常の挨拶から始まって、民族、国家、人類の平和、
神様との和解、心の平安、魂の安らぎまで、実に幅広い意味をカバーします。平和は、日常の挨拶、つまり人と関わり
を築く呼びかけから始まるのです。一人の人間として存在する互いを尊重し合い、受け入れ、協力し合いながら、平和
を永遠に守っていきたいものです。
戦争で亡くなられたたくさんの尊い命があって、今の私たちの平和があることを今一度思い直し、真の平和を築いてい
きましょう。
最後にアッシジの聖フランシスコの祈りを記します。この祈りは、沖縄の有名な盲目の歌手、新垣勉さんも歌っていま
す。「主よ、わたしをあなたの平和の道具にしてください。憎しみのあるところに愛を、いさかいのあるところにゆる
しを、分裂のあるところに一致を、誤りがあるところに真理を、疑いのあるところに信仰を、絶望のあるところに希望
を、闇に光を、悲しみのあるところに喜びをもたらすことができますように。慰められるよりも、慰めることを、理解
されることよりも理解することを、愛されるよりも愛することを、わたしが求めますように。自分を忘れることによっ
て自分を見出し、ゆるすことによってゆるされ、死ぬことによって永遠の命をいただくのですから。」聖フランシスコ
の「平和を願う祈り」は、平和に生きることの道を私たちに教えてくれています。
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「
校
舎
内
は
静
か
に
歩
こ
う
」

　※変更の際は、じんじんメールでご連絡いたしますので必ずご確認下さい。欠席連絡は、Googleフォームにて受付と
　なっておりますので、ご協力お願いいたします。

　　　　　　
6月  5 日 ( 水 )　知能テスト　2～ 6年対象（通常授業内）

　　　　　　　 小 6高 2交流会（5・6校時）

　　13 日 ( 木 )　月曜日の時間割で授業をします。

　　17 日 ( 月 ) ～ 28 日（金）まで授業参観　

　　　　　　　※詳細は先日配信したプリントをご参照ください。

　　26 日 ( 水 ) 平和ミサ（通常授業内）

7月  3 日 ( 水 )　 学校説明会（真栄原カトリック幼稚園保護者対象）

　　13 日 ( 土 )　 修学旅行説明会　※６年生保護者対象

　　　　　　　　（詳細は後日プリントを配付します）

　　17 日 ( 水 )　 小４・中３交流会（通常授業内）

　　19 日 ( 金 )　児童集会・大掃除　

　　　　　　　※スクールバス利用児童は弁当持参。

　　　　　　　下校時刻等詳細はメールにてお知らせします。

　　20 日 ( 土 ) ～　夏休み（課題等詳細は後日プリントを配付します）


